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『 ぱんだより 』
※パンダからのお便りという意味で「ぱんだより」と名付けました。

スパークスのアジア地域における情報発信レポート

第34号（2009年7月7日） 「新エネルギーへシフトする中国」

エネルギーの生産と消費の拡大

2009年6月6日、重慶市武隆県の鉱山で土砂崩

れが発生し、多数の死者と行方不明者が出る大事
故が起きました。実は中国は、世界で最も炭鉱事
故が多い国なのです。しかしながら、右記グラフの
ように、中国では石油、石炭などの１次エネルギー
が主流となり、全発電量の約8割近くが石炭発電と

いう状況です。また、近年の経済発展によるエネル
ギー消費量の拡大に伴い、石炭などの需要はさら
に増加しています。
炭鉱の事故に対して、中国政府は安全確保の法

律を整備し、行政組織の監督、教育を強化してい
ます。しかしながら、炭鉱事業は農業より収入がは
るかに高く、掘れば必ず売れるという特需が続いて
いるため、各地方自治体や労働者は、危険を覚悟
の上で石炭供給に取り組んでいるのが現状です。

命と背中合わせの仕事

出所：CEIC 2008年末現在

急速な経済発展に伴い、中国では直近18年間で

エネルギーの消費量と生産量が共に約３倍増と、
凄まじい勢いで伸びています。
もし、今後も１次エネルギーに頼り続ければ、中

国は深刻なエネルギー不足と環境問題に直面する
ことが予想されます。そこで現在、代替エネルギー
である水力、風力、太陽光などの新エネルギーが
注目され、中国政府は、それを普及させるために、
優遇政策を打ち出し始めています。
具体的には、新エネルギー事業に海外企業が参

加する場合、購入設備を中国製にすると税金が還
元されるなどの優遇措置が取られています。

出所：中国能源発展報告-2003年

中国におけるエネルギー生産と消費

エネルギーの資源構造
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（見に行っチャイナ、告られタイ）

（編集後記）七夕は中国から伝わった物語で（パンダの大好物の）笹に飾った願いは、晴れて
いたら叶えてもらえます。本日東京では太陽エネルギーたっぷりなので叶えてもらえそうですね。

間近に迫る新エネルギーの台頭

すでに成長目覚ましい太陽エネルギーですが、今後さらに普及を促す要素が２つあります。
①経済発展が遅れている内陸部の広大な土地を存分に利用し、豊富な太陽輻射（日射）からエネル
ギーが確保できること。

②太陽電池の寿命は、10~20年と長期間利用できるため、投資費用が十分回収できること。
長期的に見ると、産業として自力で十分発展できる可能性があります。

2007年末には新エネルギーの年間消費量が一次エネルギー消費量の8.5%に達する成果を挙げまし
た。さらに政府は2010年に10%、2020年に15%の目標を打ち出しており、中国のエネルギー事情が大き

な変化を遂げる可能性が出てきています。
環境に悪影響を及ぼし、危険性も高い炭鉱事業への依存は「調和社会」を目指している中国にとって、

軌道修正すべき点でもあり、政府はすでに本格的にメスを入れ始めています。
世界から注目されている中国の新エネルギー産業、今後の発展が楽しみです。

中国の太陽電池

新エネルギーの中でも、政府は特に太陽エ
ネルギーを重視しています。2009年3月には、

屋上用太陽電池パネルの設置に補助金を
出す政策が発表されました。
右記のグラフを見ると、2006年から2007年

にかけて中国の太陽電池の生産は約2.5倍
にまで急増する伸びとなり、世界的にみても
その伸び率は際立っています。これにより同
年、中国は、太陽エネルギーの先進国と言
われる日本や欧州を抜いて、世界一の太陽
電池生産大国になりました。
中国の政府系エネルギー会社の副代表に

よると、2020年までに、太陽光発電能力を現
状の10倍以上に伸ばしていく計画を立てて

いるそうです。

出所：中国化学および物理電源業者協会 2007年
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